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議 題 

１ 開会 

２ 内容 

  （１）志木市公共施設適正配置計画第Ⅰ期個別施設計画の素

案について 

  （２）その他 

３ 閉会 

結 果 

１ 開会 

幹事長より会議の開会を告げる。 

 

２ 内容 

  （１）第Ⅰ期個別施設計画の素案について 

 事務局より、第Ⅰ期個別施設計画の素案について説明後、質疑



応答を行った。 

【主な内容】 

・ 計画期間について（平成 27年度から平成 36年度まで） 

・ 第Ⅰ期計画（10年間）の延床面積削減目標と適正配置の手順に

ついて 

・ マネジメント方策の内容について 

・ マネジメント方策の選定方法について 

・ 限界年数の考え方と延床面積削減の考え方について 

・ 個別施設毎の方向性やマネジメント方策実施の時期について 

（幹事長） 

 第Ⅰ期計画については、平成 27年度から平成 36年度の 10年間

に関する内容のため、既に改修等が進んでいる施設もある。今後

は公共施設等マネジメント検討委員会での議論なども経て、最終

的な意思決定をすることになる。現在、民間活力の活用も含めた

市民会館・市民体育館整備手法比較検討調査を行っており、それ

らの結果を踏まえて計画の素案をまとめる予定である。 

また、本計画は、今後の施設の方向性を示すものではあるが、

実際にマネジメント方策を実施する際は、施設所管課が中心とな

り、個別施設毎にマネジメント方策の適正について再検証を行い、

基本方針や整備計画を定め、最終的に建替え等を実施することに

なる。当然ながら基本方針や整備計画を定める際は、市民意見公

募手続や利用者説明会等を実施し市民意見を考慮して策定するこ

ととなる。 

（課長） 

 市民会館・市民体育館整備手法比較検討調査では、どんなこと

を調査しているのか。 

（幹事長） 

 PFI を含めた民間活力の導入が可能かどうかについて調査して

いる。民間事業者が事業を実施する場合と市が実施する場合でど

ちらがより効率的かつ効果的なサービスを提供できるか、また、

本事業において民間事業者の参入可能性があるかどうかについて

市場調査を実施するところである。 

（課長） 

 施設を民営化した場合の取扱いはどうなるのか。 



（幹事長） 

 建物を民間へ譲渡した場合は、延床面積の削減となる。 

（事務局） 

 本計画は、市が有する施設全体について一定の方向性を示すも

のである。そのため、施設毎の具体的な整備手法等については、

施設所管課が主体となって議論することになるが、単純に市が直

接建替えを実施する方法だけではなく、PFIの活用なども含めて検

討を実施していただきたい。 

 

３ 閉会 

 幹事長が閉会を告げる。 

事務局職員 松田政策推進課主査、福永政策推進課主任、吉田政策推進課主事 

 


